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大阪市立大学文学部は、2019 年 8 月 20 日（火）～22 日（木）の 3 日間、学術情報総合センター

10 階 大会議室において、文学部特別授業 上方文化講座 2019『心中天網島』を開講します。それに

伴い、本学の学生と共に学んでいただく 100 名の受講生を募集します。 

「上方文化講座」は、大阪の地に歴史的に育まれた文化、とりわけ伝統芸能「文楽」に光を当て、

学問的体系の下に学ぼうとするものです。文楽界の中核を担う、竹本津駒太夫（太夫）、鶴澤清介（三

味線）、桐竹勘十郎（人形遣い）の三師を本学客員教授としてお迎えし、文学部教員との協働により

授業を組み立てていきます。今回は『心中天網島』を題材に、その普遍的な魅力を多角的に分析しま

す。 

大阪を代表する伝統芸能「文楽」は、2003 年にユネスコの「人類の口承及び無形遺産の傑作」に

も選定されました。大阪生まれの文楽が「人類共通の宝」たりうるのはなぜか、その普遍的意義を捉

え、世界的芸術文化の広がりの中に位置づけようとするのが本講座のめざすところです。 

一人でも多くの方に「文楽」の魅力を知っていただくための特別授業です。この機会に皆さまのご

応募をお待ちしています。 

 

 

 

記 

 

1 日  時  2019 年 8 月 20 日（火）～22 日（木） 各日 9 時 30 分～16 時 

 

2 場  所  大阪市立大学 学術情報総合センター10 階 大会議室 

    （JR 阪和線「杉本町(大阪市立大学前)」駅下車 徒歩 5 分） 

アクセス：http://libweb.media.osaka-cu.ac.jp/?page_id=112 

 

 上方文化講座 2019 

文楽『心中天網島』受講生を募集します！ 

 

プレスリリース プレスリリース 

昨年の講義風景            昨年の実演の様子（『妹背山婦女庭訓』） 

http://libweb.media.osaka-cu.ac.jp/?page_id=112


3  内  容  『心中天網島』を 3 日間の集中講義で研究分析します。 

http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/kamigata/index.html 

※詳細は上記 URL をご参照ください 

 

4  講  師   竹本津駒太夫（太夫）、鶴澤清介（三味線）、桐竹勘十郎（人形遣い）【以上、人 

         形浄瑠璃文楽座技芸員、本学大学院文学研究科客員教授】 

久堀裕朗 (日本近世文学)、塚田孝（日本近世史)、松浦恆雄（中国演劇)、      

佐賀朝（日本近代史）、海老根剛 (表象文化論）【以上、本学大学院文学研究

科専任教員】 

 

5  募集人員     100 名 

6  対  象     上方文化に関心のある方  

※原則 3 日間受講できる方が対象となります。 

 

7  受 講 料   3,000 円 

8  申込方法   住所・氏名・電話番号と、400 字程度で受講動機を記したもの(様式自由)に、 

返信用官製ハガキ（住所・氏名を記入のこと）を添え、封書にて下記の宛先ま 

でご郵送ください。 

 

〒558－8585 大阪市住吉区杉本 3-3-138 

大阪市立大学文学部「上方文化講座」係 【締切：7 月 23 日（火）必着】 

※応募者多数の場合は抽選となります。 

※抽選結果は返信用官製ハガキで７月末までに通知します。 

※お申込時にご記入いただきました個人情報は当講座に関する受講状況の 

分析のみに利用し、第三者へ提供・開示することはありません。 

 

9  主   催      大阪市立大学大学院文学研究科・文学部 （協力：公益財団法人 文楽協会） 

 

10  お 問 合 せ 先     大阪市立大学 教育推進課文学部担当「上方文化講座」係 

TEL：06-6605-2350 【問合せ可能時間  平日 9 時～17 時】 

 

 
【本件に関するお問合せ先】 

大阪市立大学 教育推進課文学部 担当：北岡（きたおか） 

TEL：06-6605-2350 【問合せ可能時間  平日 9 時～17 時】 

 

http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/kamigata/index.html

